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論文の内容の要旨

　本論文は，「ヒステリシス特性を持つシステムの制御に関する研究」と題し，序論，本文4章および結論より成っ

ている。

「第一一章　序論」では，本研究の背景・目的ならびに構成を述べている。

「第二章　ヒステリシス特性の測定」では，ヒステリシス特性の例として，形状記憶合金（SMA）の温度一抵

抗値間のヒステリシス特性を測定し，測定縞果について述べている。

「第三章　ヒステリシスモデルとその同定法」では，ヒステリシス特性を表現するモデルとして磁化特性モデル

として知られるプライザッハモデルを採用し，そのパラメータをオンラインで同定する方法を提案している。ま

た，シミュレーションと実験によってその同定法の性能を検証している。

「第四章　ヒステリシスを補償する制御系」では，形状記憶合金（SM1A）線材の抵抗値制御を例として，逆ヒ

ステリシスモデルを挿入した制御系を提案し，シミュレーションと実験によりその制御性能を検討している。

「第五章　SMAアクチュエータの試作」では，試作した形状記憶合金アクチュエータの位置制御に，四章で提

案した制御系を適用し，従来のPID制御に比べて性能が向上することを示している。

「第六章　結論」では，本研究で明らかとなった知見，ならびに提案をまとめるとともに，今後の問題点につい

て議論している。

審査の結果の要旨

　本論文は，出力側にヒステリシス特性を持つプラントを制御対象とし，そのヒステリシスを補償する制御系の

実現を目的として，ヒステリシス特性のオンライン同定法の提案，ならびに，逆ヒステリシスモデルを組み込ん

だ制御系の提案を行い，それらを試作した形状記憶合金アクチュエータに適用し，その有効性を検証したもので

あり，多くの知見を含み，工学的に価値のあるものと認める。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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